
 

大企業優先、市民に冷たい予算に 
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 市議２ 
前 
回 に増えて 願い届ける 

発言力 

願いを提案して 悪政を許さない 

実現力 チェック力 
●保育園・幼稚園・小中学校に 

エアコン設置（2020年8月までに） 

●母子家庭の医療費助成 
1回500円の窓口払いに（2018年10月）

●浜北体育館の存続・改築 

●区再編の問題点をズバ
リ告発 

●水道民営化の問題点を
真っ先に追及。反対世
論の先頭に 

 

全国トップクラスの財政力を  くらしの応援に 

財政力指数 
政令市２０市中  
 

財政調整基金 
 
（2018年度見込）  

基金は増 
借金は減 

 

●５つの常任委員会すべ 

 てに委員を送り、切実

な願いを反映 

●本会議での質問回数が 

2.5倍に 

市政を えよう
浜松 

安倍政権と浜松財界いいなりに「行革」「地域壊し」を推進する冷たい市政

を、日本共産党の議席増で「市民本位」に変えましょう。 

105億円 

国保・介護の負担軽減 
県・市の支援増と全国知事会が求めている国費１兆円投入で

均等割・世帯割をなくし、国保料一人１万円引下げを 
 

バス・タクシー券の復活を 
バス路線の充実、 
 

高校卒業まで完全無料に 

住宅耐震補強・リフォーム助成を 
 

最低賃金を 1,000円以上に 

大企業には 
大盤ぶるまい 
 

企業誘致のため 
（企業立地支援事業）（2007～2017年） 
 

中心市街地活性化事業 
遠鉄百貨店新ビルだけ 

でも５億円（２０１１年） 
 
さらに１９年度から 

スズキ浜松工場に 
（都田）     （県７億円含む） 

市民向け予算は 
カット 

 

国保料値上げ 
一人当たり113,190円（年額）に 
 

重度心身障がい者医療費負担増 
入院費 月500円 

⇒1日500円（月限度額5,000円） 

バス・タクシー券廃止（2017年度） 

公共施設の統廃合 
市営住宅、三ケ日体育館、なかよし館、

はまホールなどを廃止 

幼稚園、小・中学校統廃合も次々と 

体育館・グランド使用料値上げ 

お
金
の
使
い
方
が 

「
逆
立
ち
」
で
す 

市
政
の
役
割
は
「
住
民

の
福
祉
の
向
上
」 

（
地
方
自
治
法
） 

ここが大問題 浜松市政と市議会 

国保料引き下げを要請する党市議団(18年12月) 

自民、公明、創造浜松、市民クラブは賛成 
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基金残高
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1.7倍増 

15％も減 

時
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